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戯業忠盛要なヨコバイ科の 2新種

(イ｢ 原 保.愛媛大 :応動尾,9 (1):19-22,1965,英文.)

琉球でril･ツマ 1'モのでんぐす痛の媒介比山として把鎚

されたJjUマダヲヨコバ す(新地等1964坪)および本州

で萎縮病の著しい桑園に多発したヒVモyヨコバイ近似

種の 2秤はいずれ も新種 と認むべ きものであるため記載

した.

1.NesobllrOS)TheryuJりWeILSisrshihara

タロでタラヨコバ 1

地場までの体長約 32hln,遇を除いて2.8HlIttである.顔

部,酌胸背板及び前掛 ま不規則な黒色斑を有する淡 褐

也,甑潤には頭緑近 くの 2黒点と複眼の各側に 1規点が

ある.裸眼は暗褐色,単眼は赤色を里し,額面は基部を

除き殆ど園色で両側に約 7個の澱黄色樽を有する.

了削軸背板は前部動輪きゃや噛色で前縁の近くに1対の

.l･.tt色J蕊を有し,両側にある鮎虫状線は特に深色に近い.

小幡坂前部は栗色で両側,中央の前側練部近く及び後方

は時折黒色を望する.

'11U畑にはよく発適した:)達也の蛾虫伏線があ.'),:'ii鳩 は

曲者な択巨拓也を望する.腹背板は黒色で後縁は黄褐色を

柑び特に後 2節はそれが広い.

面長は複眼閥の広さに等しく,明らかに視眼の広さよ

り長い.前胸背板は複眼を含んだ頭部の広さに等 しく,

頭長の 1.5倍弱である.

前週は腹部末端より充分長 く,雄南平板は各々 5本の

針状毛が一列に生じ,ゼユタリヤは同属の他の種に似る

が後部突起がまっすぐにするどく尖 り,挿入讃酎ま比較的

細い.随節後方末斬.'･t生ずる小刺は1-2-2である.

完膜式標本 :1雄,宮古島 1964,ⅤⅠ9(新海採集)

副模式棟木 :7雄 9雌,同上

分布 :沖縄本臥 宮古島

2.Hishimo･脚i'dessellaliformislshihara

■ヒVモyモ ドキ (新称)

桑園に発生 し多分桑の萎縮病の媒介昆虫かと 1LJ.Tめ戚

ら.

分布 :本州 (山形県及び長野県)

(抄録 乗 清二)


